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 令和８年４月２８日 

 

 

 

 

東九州新幹線の福岡県内における経済波及効果調査を実施 

 

 

 

 

 

 

 

１ 調査概要 

（１）目 的：東九州新幹線の整備計画路線への格上げに向けた機運の醸成 

（２）ルート：日豊本線ルート（北九州市～大分市～宮崎市～鹿児島市） 

（３）項 目： 

① 整備による経済波及効果 

   整備ルート全体の想定費用のうち福岡県内の整備 

  費分（３，９８３億円）が県内に直接効果をもたら 

  すと仮定し、関連産業への波及効果を算定 

② 開業による経済波及効果 

   開業に伴い増加する県内への入込客の消費額を直接 

  効果として、関連産業への波及効果を算定 

（４）時 点：令和７年（２０２５年）１０月 

 

 

 

 

  

※ 経済波及効果 

ある特定の産業やイベントで新たな需要が生まれた際、その影響が原材料の仕入れや雇用、 

消費の拡大を通じて、関連する他産業へ連鎖的に生産を誘発し、経済活動が波及する効果。 

交通政策課 

直 通：092-643-3693 
内 線：２９８１ 
担 当：秋田、堺 

東九州新幹線は、昭和４８年に基本計画路線として決定されて以来、５０年余り進

展がない状況が続いています。 

今回、基本計画路線の次の段階である整備計画路線への格上げを目指して、県内の

機運醸成を図ることを目的として、新幹線の整備及び開業が本県にもたらす経済波及

効果を調査した結果、整備によるもので６，６６１億円、開業によるもので年６９９億

円と試算されました。 
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  ２ 調査結果 

 

 （１）整備による波及効果  

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （２）開業による波及効果 
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（参考） 

[全国新幹線鉄道網の現状] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 [新幹線の建設手続きフロー] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

輸送需要に対応する供給輸送能力、地形・地質、 

施設及び車両の技術開発、建設に要する資金 等 

走行方式、最高設計速度、建設に要する費用 

の概算、建設主体 

路線名、工事区間、路線の位置、駅の位置、 

工事方法 等 

着工にあたっての基本的な条件 

（1）安定的な財源見通しの確保 

（2）収支採算性 

（3）投資効果 

（4）営業主体としてのＪＲの同意 

（5）並行在来線の経営分離について 

沿線自治体の同意 

東九州新幹線 


